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国府台女子学院 中学部

推薦入試基礎学力調査

理 科 ・ 社 会
（ 50 分 ）

［ 注　意 ］

1． この問題は、「始め」の合図があるまで開いてはいけません。

2． 受験番号は、解答用紙の決められたところにはっきりと書いてください。

3． 問題を読むときに声を出してはいけません。

4． 印刷が不
ふ

鮮
せん

明
めい

でわからない場合や、その他わからないことがあった場合は、
 　 だまって手をあげ、先生にたずねてください。

5． 答えは、すべて解答用紙に記入してください。

6.　社会の問題は 9ページから始まります。どちらから解いてもかまいません。

7.　社会の解答は、適切な漢字をもちいて記入してください。
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(5) 2021年５月26日に日本では，皆既月食が起こりました。

(ⅰ) この日の月の位置は，図１のどの位置でしたか。 ～ から１つ選び，

記号で答えなさい。

(ⅱ) 皆既月食が終わり，明るく見える部分がだんだん多くなっていきました。

このときに見える月の形として，最もあてはまるものを次の から１つ

選び，記号で答えなさい。ただし，図の月の左を東側，右を西側とします。
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(6) 次に，磁石にひもをつけ，図９のようにしました。その後，図10のように，磁石

を まで持ち上げて手を放し， まで運動させた後止めました。磁石が から ま

で運動するとき，検流計の針はどのようになりますか。(5)の ～ から１つ選び，

記号で答えなさい。
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社 会
１ 下の地図を見て，あとの問いに答えなさい。

えいきよう あた

(１) 日本の気候に影 響 を与える海流と季節風について述べた文として正しいものを，次のア～エ
．．．

から 選び，記号で答えなさい。
ふ

(２) 地図中Ａにある漁港について述べた文として正しいものを，次のア～エから１つ選び，記号で

答えなさい。
みず あ りよう

ア．この漁港の水揚げ 量 は日本一で，おもにイワシやサバが水揚げされる。
さか

ようしよく

エ．漁港の周辺では，おもにブリ類の養 殖 が盛んである。

(３) 地図中Ｂのある県に関連して，あとの問いに答えなさい。
ふく かんそう

① この県を含む夏の日本海側で多く発生し，高温で乾燥した風によって気温が上がる現象を何と

ア．夏は太平洋から北東の季節風が吹く。

イ．冬はユーラシア大陸から北西の季節風が吹く。

ウ．太平洋側には，南から暖流の日本海流が流れている。

エ．日本海側には，北から寒流の千島海流が流れている。

イ．遠洋漁業が盛んであり，おもにマグロやカツオが水揚げされる。

ウ．この漁港では，おもにタラ類やサンマが水揚げされているが，近年サンマの不漁が続いてい

る。

いいますか，答えなさい。
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② この県の伝統工芸品として正しいものを次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

ア．加賀友禅 イ．桐生織 ウ．美濃焼 エ．小千谷ちぢみ
はいすい ふく しんけい おか

③ この県では，阿賀野川流域の工場排水に含まれていた有機水銀が原因で，神経が侵され体が動

すず おそ

(４) 地図中Ｃの周辺の高冷地では，夏でも涼しい気候を利用して，他の地域より遅い時期に農作物
しゆうかく さいばい

の 収 穫を行います。このような栽培方法を何といいますか，答えなさい。

(５) 地図中Ｄの地域には工業地帯が広がっています。次の製造品出荷額のグラフを見て，この工業

地帯にあたるものを次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。

ず え

（日本国勢図会 2021/22版より作成）

(６) 地図中Ｅの地域にある平野には，農業用水などに用いられるため池が多く存在します。この平

野を何といいますか，答えなさい。

いしがき

(７) 地図中Ｆの地域の伝統的な建物は，写真のように家の周囲が石垣で囲まれています。これはな

ぜか，この地域に多くみられる気象現象をふまえて説明しなさい。

かなくなるなどの公害病が発生しました。この公害病を何といいますか，答えなさい。
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２ 日本と海外との交流の歴史について述べた次の文を読み，あとの問いに答えなさい。

し げき

島国である日本は，海外との交流に刺激を受けながら発展してきました。その歴史は非常に古く，

(Ａ)弥生時代から飛鳥時代にかけての日本は，大陸と交流しながら国家を作り上げていきます。特
えいきよう あた

に(Ｂ)中国との交流は，多くの時代で日本の政治，文化，経済に大きな影 響 を与えてきました。一
ふんそう

方で，友好的な交流だけでなく，ときには(Ｃ)周辺勢力との紛争も起こりました。中でも(Ｄ)「元寇」
こうげき

は，歴史上数少ない大規模な日本への攻撃として，当時だけでなく後世の人々へも非常に強い印象を

残しました。

戦国時代になると，日本は初めて，ヨーロッパ諸国と直接の交流を持つようになります。(Ｅ)各地

で一向一揆を起こした仏教宗派が，非常に強大な勢力になった理由の１つは，ヨーロッパから伝わっ

た最新兵器である鉄砲をいち早く活用したことにあります。

17世紀初めに成立した江戸幕府は，活発に貿易活動を行いますが，(Ｆ)第３代将軍は，キリスト教
けいかい

への警戒から「鎖国」と呼ばれる貿易統制を行うようになります。それでも江戸幕府は，一定の制限

のもとで海外と貿易を続けていました。

明治時代以降の日本は，欧米の技術や文化を積極的に受け入れ，(Ｇ)欧米にならった改革を行って

いきました。積極的に海外に進出し，欧米と同様に，(Ｈ)軍事力によって勢力を広げようとしました
せんりよう

が，第二次世界大戦に敗北して，連合国によって占 領 されることとなりました。
ちようたいこく

第二次世界大戦後の国際社会は，アメリカとソ連という２つの 超 大国が対立する，「冷戦」と呼

ばれる状態が長く続きます。その中で，(Ｉ)占領から独立した日本は，アメリカ側の国として(Ｊ)経
と

済の復興と発展を遂げました。
ふんそう

現在では，「冷戦」は終結したものの，世界の多くの地域ではいまだに(Ｋ)紛争が絶えません。こ
は けん

のような情勢の中で，日本が自衛隊を海外に派遣する機会が増えています。これからの日本が，国際

社会とどう向き合っていくのか，それは貿易や文化交流といった平和的な側面だけでなく，あらゆる

面から考えていかなくてはなりません。

易で使われた，中国が発行した貿易商人のための身分証明書の想

像図です。なぜ，このような証明書が必要であったのか，当時の
じようきよう

東アジアの海上貿易の 状 況 を考えて説明しなさい。

(１) 下線部(Ａ)について，次のア～エのできごとを時代順に並べかえて，記号で答えなさい。

ア．朝鮮半島の百済から，仏教が日本に伝わった。

イ．小野妹子が，中国に使者としてつかわされた。

ウ．日本は朝鮮半島に出兵したが，白村江の戦いで敗北した。

エ．ワカタケル大王と考えられる人物が，中国へ使者を送った。

(２) 下線部(Ｂ)について，右の図は，室町時代の日本と中国との貿
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(11) 下線部(Ｋ)について，次のア～ウの紛争を起こった順に並べかえて，記号で答えなさい。

ア．日本は，ロシアとイギリスとアメリカからの三国干渉によって，清に遼東半島を返還した。

イ．日本は，日露戦争では領土を広げることができなかった。

ウ．日本は，第一次世界大戦の結果，朝鮮半島を併合した。

エ．日本は，満州事変をきっかけに大陸へ勢力を拡大し，満州国を建国した。
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 ３ 裁判について述べた次の文を読み，あとの問いに答えなさい。

 や企  業 の財産に関する争いなどを解決する際に行われます。

や

裁判官は，独立して裁判を行うことができるように身分が保障されていますが、裁判官を辞めさせる

しくみの１つに，国会による( え )があります。

さい

さら
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( ａ ) ( ｂ ) ( ｃ )

 ① 日本国憲法の内容について述べた文として正しいものを，次のア～オから 選び，記号で
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２０２２年度 国府台女子学院 中学部

推薦入試基礎学力調査 理科 解答用紙



1

（１） (２)

（３） ① ② ③

(４) (５) (６)

(７)

(８) Ｂ Ｃ (９)

２

（１） → → →　

(２)

(３) (４) (５)

(６) (７) → → (８)

（９） (10)

(11) → →

３

(１) ① あ い う

(１) ② (２) ① ②

(３) (４) ①

(４) ② ａ ｂ ｃ

(５) (６)

受　験　番　号

２０２２年度 国府台女子学院 中学部

推薦入試基礎学力調査 社会 解答用紙



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




